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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、硫酸基転移酵素2ファミリーに属します。ゴルジ膜に局在し、N-グリカンおよびO-グリカンの両方において、非還元性N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）残基の4位への硫酸基転移を触媒します。炭水化物上の硫酸基は、糖タンパク質、糖脂質、およびプロテオグリカンに高度に特異的な機能を付与し、細胞間相互作用、シグナル伝達、および胚発生に重要です。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2011年8月],注意：Met-1またはMet-8のどちらが開始因子であるかは不明です。,機能：N-グリカンおよびO-グリカンの両方において、非還元性N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）残基の4位への硫酸基転移を触媒します。糖タンパク質ホルモンであるルトロピンおよびチロトロピンの生合成に関与し、それらの炭水化物構造の硫酸化を媒介する。ルトロピンよりも炭酸脱水酵素VIに対して高い活性を示す。末端GalNAcβ1、GalNAcβに対してのみ活性を示す。アイソフォーム2はコンドロイチンに対して活性を示すが、アイソフォーム1は活性を示さない。,類似性：硫酸基転移酵素2ファミリーに属する。,組織特異性：気管で高発現する。胎児肺、成体膵臓、精巣、唾液腺でも発現する。下垂体、心尖部、成体肺、前立腺、乳腺では低発現を示す。心臓、肝臓、脊髄では発現が弱いか、全く発現しない。,
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	CHST9抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CHST9抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

